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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ある量の液体を収容するアンプルの開封装置であって、該アンプルが、本体と、ヘッド
部と、を備え、該装置が、
　長手方向中心軸に沿って前記アンプルの前記本体を保持するように構成され、かつその
ための寸法である、アンプルホルダと、
　前記アンプルの前記ヘッド部を保持するように構成され、かつそのための寸法である、
ヘッド部ホルダと、
　ガイド部であって、前記ヘッド部ホルダに係合し、前記アンプルホルダが前記長手方向
中心軸に沿って第１の方向に進むとき、前記長手方向中心軸上の初期位置から前記長手方
向中心軸からオフセットされた第２の位置まで前記ガイド部に沿って移動するように前記
ヘッド部ホルダを方向付けるよう構成される、ガイド部と、を備え、
　前記装置が、前記ガイド部によって前記初期位置から前記第２の位置まで前記ヘッド部
ホルダを方向付けると、前記アンプルの前記本体から前記アンプルの前記ヘッド部を切り
離すように構成される、装置。
【請求項２】
　前記ヘッド部ホルダ及び前記ガイド部を収容するための内部空間を画定するハウジング
を更に備え、該ハウジングが、前記アンプルホルダと摺動係合している第１末端部と、前
記内部空間と流体連通している出口に隣接する第２末端部と、を備える、請求項１に記載
の装置。
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【請求項３】
　前記アンプルホルダと前記ハウジングとの間に配置される付勢要素を更に備え、該付勢
要素が、前記アンプルホルダに対して前記第１の方向と反対側の第２の方向に力を加える
ように構成される、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記装置が、
　前記アンプルホルダを前記長手方向中心軸に沿って前記第１の方向に進めると、前記内
部空間内に圧力上昇をもたらす、及び、
　前記アンプルホルダを実質的に前記初期位置まで戻すと、前記内部空間内に圧力低下を
もたらす、
　のうちの少なくとも一方が起こるように構成される、請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記ガイド部が、前記初期位置から前記第２の位置までの前記ヘッド部ホルダ用の経路
を画定し、該経路の少なくとも一部が、前記長手方向中心軸から横方向及び斜め方向の一
方に延在する、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記ヘッド部ホルダが旋回軸を備え、前記ヘッド部ホルダが、前記ガイド部によって前
記初期位置から前記第２の位置まで前記ヘッド部ホルダを方向付けると、前記旋回軸の周
りを回転するように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記ガイド部が溝部を備え、前記ヘッド部ホルダが該溝部内に保持されるガイドピンを
備え、前記溝部が、前記初期位置から前記第２の位置までの前記ガイドピン用の経路を画
定する、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記ガイド部が、前記長手方向中心軸に対して斜角で配置される剛性平面を備え、前記
ヘッド部ホルダは、前記アンプルホルダが前記長手方向中心軸に沿って前記第１の方向に
進むと、前記剛性平面に当接し、前記剛性平面に沿って並進するように構成されている、
請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　アンプル切断用に手動操作される装置であって、
　液体を収容する前記アンプルであって、長手方向中心軸の周りに配置される本体と、ヘ
ッド部と、を備える、前記アンプルと、
　内部空間の周りに配置される壁部を有するハウジングと、
　該ハウジングと摺動係合し、前記アンプルの前記本体に固定されるアンプルホルダであ
って、前記ハウジングに対して移動可能である、アンプルホルダと、
　前記ハウジングに旋回可能に固定され、前記内部空間内で前記アンプルの前記ヘッド部
に固定されるヘッド部ホルダであって、前記長手方向中心軸上の初期位置から、前記長手
方向中心軸からオフセットされた第２の位置まで移動し、前記アンプルの前記ヘッド部を
前記アンプルの前記本体から切り離すように構成される、ヘッド部ホルダと、
　ガイド部であって、該ヘッド部ホルダに係合し、前記アンプルホルダが指圧によって第
１の位置から前記長手方向中心軸に沿って進むとき、前記初期位置から前記第２の位置ま
で前記ガイド部に沿って移動するように前記ヘッド部ホルダを方向付けるように構成され
る、ガイド部と、を備える、装置。
【請求項１０】
　前記アンプルホルダと前記ハウジングとの間に配置される付勢要素を更に備え、該付勢
要素が、前記指圧を除くと前記アンプルホルダを前記第１の位置に向かって付勢するよう
に構成される、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ガイド部が溝部を備え、前記ヘッド部ホルダが該溝部内に保持されるガイドピンを
備え、前記溝部が、前記初期位置から前記第２の位置までの前記ガイドピン用の経路を画
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定する、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ヘッド部ホルダが、前記ガイド部によって前記初期位置から前記第２の位置まで前
記ヘッド部ホルダを方向付けると、前記ガイドピンの周りを少なくとも９０度回転するよ
うに構成される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ガイド部が、前記長手方向中心軸に対して斜角で配置される剛性平面を備える、請
求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ヘッド部は前記本体から前記第１の方向に沿って延びており、前記アンプルを開封
するために前記アンプルホルダは前記長手方向中心軸に沿って前記第１の方向に進む、請
求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記アンプルホルダは前記長手方向中心軸に沿って前記アンプルの前記本体とともに移
動するように構成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ヘッド部は前記本体から前記長手方向中心軸に沿って第１の方向に延びており、前
記アンプルを開封するために前記アンプルホルダは前記長手方向中心軸に沿って前記第１
の方向に進む、請求項９に記載の装置。
【請求項１７】
　前記アンプルホルダは前記長手方向中心軸に沿って前記アンプルの前記本体とともに移
動するように構成されている、請求項９に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本願は、２０１２年４月３日に出願された米国特許仮出願第６１／６１９，７５６号に
対する優先権の利益を主張するものであり、該特許仮出願は参照によりその全体が本明細
書に組み込まれる。
【０００２】
　（発明の分野）
　本発明は一般に、アンプル開封装置に関する。より具体的には、いくつかの実施形態で
は、本発明は、物質（例えば、液体物質）を含有するアンプルを開封し、アンプルから別
の装置に物質を移動する装置に関する。本発明の更なる実施形態は、アンプルの開封方法
に関する。
【背景技術】
【０００３】
　医薬品及び他の化学品などの様々な物質が、使用に先立ってアンプル内にパッケージ化
されて保管される。アンプルは、典型的には、主要な収容部を形成する円筒形本体と、よ
り小さく先細のヘッド部分と、その間のより狭いネック部分と、から構成される。当該技
術分野において従来用いられるアンプルは、ガラスなどの壊れやすい材料から作られ、内
部に保管される物質にアクセスするには、ユーザーが切らなくてはならない。通常は、ネ
ック部分でアンプルを切り、ヘッド部を本体から分離する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　アンプルを手で切る場合があるため、ユーザーにとって多くのリスクが生じる。例えば
、アンプルを切ることによって、物質中及び／又は周囲環境中に砕片及びかけらが放出さ
れる場合がある。アンプルを切った場所に、鋭利な、つまりぎざぎざした縁部が生じるこ
ともあり、ユーザーにとって危険なものとなる。更に、アンプル中に保管される物質が、
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揮発性及び／又は反応性である場合があり、アンプルを切る最中又は切った後にこぼした
際に、ユーザーが物質に曝露されることがある。アンプルが切られると、ユーザーが、材
料から放出されるフュームに曝される恐れもある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　いくつかの実施形態によると、本発明はアンプル開封装置を提供する。いくつかの実施
形態では、この装置は、アンプル内の物質（例えば、液体物質）又はその物質から放出さ
れるフュームへの、ユーザーの曝露を最小限にする又は防ぐように構成される。いくつか
の実施形態では、この装置は、開封したアンプルの鋭利な、つまりぎざぎざした縁部、又
はアンプルを開封すると生じる砕片及びかけらへの、ユーザーの曝露を防ぐように構成さ
れる。いくつかの実施形態では、本発明は、片手を用いて動作可能であり、アンプルを開
封して、物質をアンプルから別の装置又は容器に移すように構成される、装置を提供する
。
【０００６】
　いくつかの実施形態では、本発明によるある量の物質（例えば、液体物質）を含有する
アンプルの開封装置は、長手方向中心軸に沿ってアンプルの本体を保持するように構成さ
れ、かつそのための寸法であるアンプルホルダと、アンプルのヘッド部を保持するように
構成され、かつそのための寸法であるヘッド部ホルダと、を備える。いくつかの実施形態
では、この装置は、アンプルホルダに固定される本体と、ヘッド部ホルダに固定されるヘ
ッド部と、を有する、アンプルを含む。いくつかの実施形態では、この装置は、ヘッド部
ホルダに係合し、アンプルホルダが第１の位置から長手方向中心軸に沿って第１の方向に
進むとき、長手方向中心軸上の初期位置から長手方向中心軸からオフセットされた第２の
位置まで、ヘッド部ホルダを方向付けるよう構成される、ガイド部を更に備える。この装
置は、好ましくはユーザーによる片手での手動操作用に構成され、かつそのための寸法で
あり、いくつかの実施形態では、アンプルホルダは、例えば、ユーザーが加える母指又は
手の圧力によって第１の方向に前進可能である。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、ガイド部は、初期位置から第２の位置までのヘッド部ホルダ
用の経路を画定する。いくつかの実施形態では、ガイド部によって画定される経路の少な
くとも一部は、長手方向中心軸から横方向及び／又は斜め方向に延在する。いくつかの実
施形態では、装置は、ガイド部によって初期位置から第２の位置までヘッド部ホルダを方
向付けると、アンプルの本体からアンプルのヘッド部を切り離すように構成される。いく
つかの実施形態では、ヘッド部ホルダは、ガイド部によって初期位置から第２の位置まで
ヘッド部ホルダを方向付けると、アンプルの本体からアンプルのヘッド部を切り離すのに
十分な力を加えるように構成される。いくつかの実施形態では、ガイド部は、長手方向中
心軸に対して斜角で配置される剛性平面を備える。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホ
ルダは、アンプルホルダが第１の位置から長手方向中心軸に沿って第１の方向に進むと、
剛性平面に当接し、平面に沿って並進するように構成される。別の実施形態では、ガイド
部は、初期位置から第２の位置までのヘッド部ホルダ用の経路を画定する、溝部を備える
。更なる実施形態では、ガイド部は溝部を備え、ヘッド部ホルダは溝部内に保持されるガ
イドピンを備え、溝部は、初期位置から第２の位置までのガイドピン用の経路を画定する
。いくつかの実施形態では、溝部の少なくとも一部は、長手方向中心軸に対して横方向及
び／又は斜め方向に延在する。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダは、ガイド部に
よって初期位置から第２の位置までヘッド部ホルダを方向付けると、旋回軸の周りを回転
する。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダは、ガイドピンの軸の周りを回転する。
いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダは、重力によって旋回軸の周りを回転可能であ
る。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダは、旋回軸の周りを少なくとも９０度回転
するように構成される。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダは、旋回軸の周りを９
０度を超えて回転するように構成される。いくつかの実施形態では、旋回軸の周りのヘッ
ド部ホルダの回転は、１８０度未満に制限される。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホ
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ルダの回転により、アンプルの開封後、アンプルのヘッド部からの物質の取り出しを容易
にする。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、装置は、ヘッド部ホルダ及びガイド部を収容するための内部
空間を画定する、ハウジングを備える。ハウジングは、いくつかの実施形態によるアンプ
ルホルダと摺動係合している第１末端部と、内部空間と流体連通している出口に隣接する
第２末端部と、を備える。いくつかの実施形態では、ハウジングの第１末端部は、ハンド
ルを備える。いくつかの実施形態では、ハウジングの少なくとも一部は透明であり、例え
ば、内部空間の目視検査を可能にする。いくつかの実施形態では、装置は、アンプルホル
ダとハウジングとの間に配置される封止部を備え、この封止部は、アンプルホルダとハウ
ジングとの間の気体又は液体の通過を実質的に防ぐように構成される。いくつかの実施形
態では、装置は、内部空間と出口との間に配置されるフィルタを備え、このフィルタは、
内部空間から出口までの液体の通過を可能にし、かつ内部空間から出口までアンプル破片
の通過を防ぐように構成されている（例えば、十分な孔径を有する）。いくつかの実施形
態では、ハウジングは、出口において、第２の装置に連結するよう構成される連結装置を
更に備える。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、装置は、アンプルホルダとハウジングとの間に配置される付
勢要素を備え、この付勢要素は、アンプルホルダに対して第１の方向と反対側の第２の方
向に力を加えるように構成される。いくつかの実施形態では、付勢要素は、アンプルホル
ダに対して第１の方向と反対側の第２の方向に力を加えるように構成される。いくつかの
実施形態では、付勢要素は、ハウジングの第１末端部に、又はそれに近接して配置される
。いくつかの実施形態では、付勢要素は、アンプルホルダの周囲に配置されるコイルバネ
である。いくつかの実施形態による付勢要素は、アンプルホルダを実質的に第１の位置ま
で戻すように構成される。いくつかの実施形態では、アンプルホルダを実質的に初期位置
まで戻す（例えば、付勢要素によって）と、内部空間内の圧力低下がもたらされる。いく
つかの実施形態では、圧力低下は、アンプルの開封後、物質（例えば、液体物質）をアン
プルからハウジングの内部空間まで引くのに十分なものである。いくつかの実施形態では
、装置は、アンプルホルダを長手方向中心軸に沿って第１の方向に進めると、内部空間内
に圧力上昇をもたらすように構成される。いくつかの実施形態では、内部空間内の圧力上
昇は、ハウジングの内部空間からハウジングの出口までの物質（例えば、液体物質）の移
動を容易にする。
【００１０】
　本発明の一実施形態では、アンプルを切るために手動操作される装置は、長手方向中心
軸の周りに配置される本体及びヘッド部を有するアンプルと、内部空間の周りに配置され
る壁部を有するハウジングと、ハウジングと摺動係合し、アンプルの本体に固定されるア
ンプルホルダと、ハウジングに旋回可能に固定され、内部空間内でアンプルのヘッド部に
固定されるヘッド部ホルダであって、長手方向中心軸上の初期位置から長手方向中心軸か
らオフセットされた第２の位置まで移動し、アンプルのヘッド部をアンプルの本体から切
り離すように構成されるヘッド部ホルダと、を備える。本実施形態のいくつかの変更例で
は、この装置は、ヘッド部ホルダに係合し、アンプルホルダが指圧によって第１の位置か
ら長手方向中心軸に沿って進むとき、初期位置から第２の位置までヘッド部ホルダを方向
付けるように構成される、ガイド部を更に備える。いくつかの実施形態では、ガイド部は
、初期位置から第２の位置までのヘッド部ホルダ用の経路を画定する溝部を備え、この溝
部の少なくとも一部は、長手方向中心軸に対して横方向及び／又は斜め方向に延在する。
いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダは、溝部内に保持され、溝部に沿って並進可能
なガイドピンを備える。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダは、ガイド部によって
初期位置から第２の位置までヘッド部ホルダを方向付けると、ガイドピンの軸の周囲を少
なくとも９０度回転するように構成される。別の実施形態では、ガイド部は、長手方向中
心軸に対して斜角で配置される剛性平面を備え、ヘッド部ホルダは、アンプルホルダが第
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１の位置から長手方向中心軸に沿って第１の方向に進むと、剛性平面に当接し、平面に沿
って並進するように構成される。また、いくつかの実施形態による装置は、指圧が解放さ
れると、アンプルホルダを第１の位置に向かって付勢するように構成される付勢要素を備
えてもよい。いくつかの実施形態では、付勢要素は、アンプルホルダを実質的に第１の位
置まで戻すように構成される。
【００１１】
　また、本発明は、物質（例えば、液体）を含有するアンプルを開封する方法も提供する
。一実施形態では、アンプルの開封方法は、アンプルを長手方向中心軸に沿って第１の方
向に動かすことであって、アンプルの本体が長手方向中心軸の周りに配置されていること
と、アンプルが第１の方向に動かされた際に、アンプルのヘッド部を長手方向中心軸から
離れて横方向及び／又は斜め方向に方向付けて、アンプルのヘッド部をアンプルの本体か
ら切り離すことと、を含む。いくつかの実施形態では、母指圧によってアンプルを第１の
方向に動かす。いくつかの実施形態では、方法は、アンプルの本体から物質（例えば、液
体）を取り出すことを更に含む。いくつかの実施形態では、方法は、アンプルのヘッド部
から物質（例えば、液体）を取り出すことを更に含む。
【００１２】
　本方法のいくつかの実施形態では、アンプルのヘッド部は、ハウジングの内部空間に配
置され、ハウジングと旋回可能に係合するヘッド部ホルダに固定され、アンプルの本体は
、ハウジングに対して長手方向中心軸に沿って摺動するように構成されるアンプルホルダ
に固定される。いくつかの実施形態では、長手方向中心軸に沿って第１の方向にアンプル
を動かすことは、第１の位置から第２の位置まで、ハウジングに対して第１の方向にアン
プルホルダを摺動させることを含む。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダは、アン
プルホルダがハウジングに対して第１の方向に摺動するとき、長手方向中心軸から離れて
横方向及び／又は斜め方向にヘッド部ホルダを方向付けるガイド部（例えば、剛性平面又
は溝部）と係合される。いくつかの実施形態では、この方法は、ハウジングに対して第１
の方向と反対側の第２の方向にアンプルホルダを摺動させることによって、アンプルホル
ダを実質的に第１の位置まで戻すことを更に含む。いくつかの実施形態では、アンプルホ
ルダは、アンプルホルダとハウジングとの間に配置される付勢要素（例えば、バネ）によ
って、実質的に第１の位置まで戻される。いくつかの実施形態では、この方法は、アンプ
ルホルダが実質的に第１の位置まで戻るとき、ハウジングの内部空間の圧力を下げること
を含む。いくつかの実施形態では、アンプルの本体から液体を取り出すことは、内部空間
の圧力を下げることを含む。いくつかの実施形態では、アンプルの本体から物質（例えば
、液体）を取り出すことは、ハウジングの内部空間の圧力を下げることによって少なくと
も部分的に引き起こされる。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、この方法は、アンプルのヘッド部をアンプルの本体から切り
離した後、アンプルのヘッド部を旋回又は回転させることを更に含む。いくつかの実施形
態では、アンプルのヘッド部から液体を取り出すことは、アンプルのヘッド部をアンプル
の本体から切り離した後、ヘッド部ホルダを旋回させることを含む。いくつかの実施形態
では、アンプルのヘッド部を旋回又は回転させることは、アンプルのヘッド部からの物質
（例えば、液体）の取り出しを容易にする。本方法のいくつかの実施形態では、アンプル
のヘッド部から物質（例えば、液体）を取り出すことは、アンプルのヘッド部をアンプル
の本体から切り離した後、ヘッド部ホルダを旋回させることによって引き起こされる。い
くつかの実施形態では、ヘッド部ホルダは、約９０度旋回する。いくつかの実施形態では
、ヘッド部ホルダは、少なくとも９０度旋回する。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホ
ルダは、９０度を超えて旋回する。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダは、９０～
１８０度旋回する。
【００１４】
　本方法のいくつかの実施形態では、物質（例えば、液体）は、本体及び／又はアンプル
のヘッド部から、ハウジングの内部空間に取り出される。いくつかの実施形態では、この
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方法は、容器をハウジングに連結することと、ハウジングの内部空間から容器に物質（例
えば、液体）を移すことと、を更に含む。いくつかの実施形態では、この方法は、ハウジ
ングの内部空間内の圧力を上昇させ、内部空間から容器への物質の移動を促進することを
含む。更なる実施形態では、この方法は、物質を容器に移す前に物質を濾過することを含
む。いくつかの実施形態では、容器は、アンプルの物質を混合し、又は反応させるための
第２の物質を含む。例えば、一実施形態では、アンプルは、第１の（例えば、液体）骨セ
メント成分を含み、容器は、第２の（例えば、乾燥）骨セメント成分を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　これまでの「課題を解決するための手段」並びに以降の「発明を実施するための最良の
形態」は、添付の図面と併せて読むことでより良好に理解されるであろう。本発明を説明
する目的で、図面には、現在好適な実施形態が図示されている。しかしながら、本発明は
、異なる形態で具体化することができ、したがって、本明細書に記載される実施形態に限
定して解釈されるべきではないことを理解されたい。
【図１Ａ】本発明の実施形態によって連続的に操作されている、アンプル開封装置の断面
図を示す。
【図１Ｂ】本発明の実施形態によって連続的に操作されている、アンプル開封装置の断面
図を示す。
【図１Ｃ】本発明の実施形態によって連続的に操作されている、アンプル開封装置の断面
図を示す。
【図２】本発明の実施形態によるアンプル開封装置の断面図を示す。
【図３】本発明の別の実施形態によるアンプル開封装置の断面図を示す。
【図４Ａ】本発明の別の実施形態によって連続的に操作されている、アンプル開封装置の
断面図を示す。
【図４Ｂ】本発明の別の実施形態によって連続的に操作されている、アンプル開封装置の
断面図を示す。
【図４Ｃ】本発明の別の実施形態によって連続的に操作されている、アンプル開封装置の
断面図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の主題は、これから、代表的な実施形態が示される添付の図面を参照して、以下
でより完全に説明される。しかしながら、本発明の主題は、異なる形態で具体化すること
ができ、本明細書に記載される実施形態に限定して解釈されるべきではない。むしろ、こ
れらの実施形態は、説明目的で及び当業者に可能性を与えるために提供されている。本明
細書において言及される出版物、特許出願、特許、及びその他の参考文献は全て、その全
体が参照により組み込まれるものとする。
【００１７】
　本明細書に記載される実施形態は、液体を含有するアンプルに関する実践の説明に適す
る。しかし、この説明は、液体の実施形態に制限することを意図しない。実際には、別の
物質をアンプルに含め、本発明の利益を享受させてよい。これらの物質には、ゲル、顆粒
状物質、粉末、血漿、気体（gasseous）物質などが挙げられる。流動性物質を含むアンプ
ルに関する実践は、液体物質に関して本明細書に記載される理由によって、本発明の利益
を享受できる。
【００１８】
　類似する参照番号が全体を通して類似する要素を示す図面を詳細に参照し、図１Ａ～４
Ｃには、物質（例えば、液体物質）を含有するアンプル、例えばアンプル２００を開封す
る装置１００の代表的な実施形態が示される。いくつかの実施形態では、装置１００は、
アンプル２００から、例えば図１Ａ～３に示されるような第２の装置３００に物質を移す
ように更に構成される。特定の好ましい実施形態では、装置１００は、ユーザーによる片
手での手動操作用に構成され、かつそのための寸法である。好ましい実施形態では、装置
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１００は、任意の破損片が、アンプル２００から流出する物質を悪くさせる、又は汚染さ
せることなく、アンプル２００の破損片を装置１００内に保持するように構成される。更
に好ましい実施形態では、装置１００は、鋭利な、つまりぎざぎざした縁部、又はアンプ
ル２００を開封すると生じる砕片及びかけらへの、ユーザーの曝露を防ぐように構成され
る。操作中に、装置１００が、アンプル２００の破損後に装置１００からフューム、気体
、有害ガスなどが出るのを軽減する、防ぐ、又は実質的に防ぐことも好ましい。いくつか
の実施形態では、装置１００は、アンプル２００内に含まれる物質へのユーザーの曝露を
最小限にする、防ぐ、又は実質的に防ぐように構成される。
【００１９】
　アンプル２００内に含まれる物質としては、従来アンプル内にパッケージ化されて保管
される任意の物質を挙げることができる。いくつかの実施形態では、アンプル２００は液
体物質を含む。本発明の特定の実施形態によるアンプル２００内に含まれ得る代表的な液
体物質として、液体医薬品、液体モノマー、骨セメント成分、接着剤成分、又はその他揮
発性及び／若しくは感受性化学物質が挙げられる。別の実施形態では、アンプル２００に
、例えば、芳香性物質、化粧品、食品、又は健康若しくは栄養補助食品を収めてもよい。
【００２０】
　アンプル２００は、当該技術分野において既知である任意の従来のアンプルとして作ら
れてよい。好ましい実施形態では、アンプル２００は、内部に物質（例えば、液体物質）
を保管するための密閉容器を形成可能な、ガラス又はその他壊れやすい物質で作られる。
いくつかの実施形態では、アンプル２００は、第１末端部に本体２１０と、第２末端部に
ヘッド部２２０と、を含む。いくつかの実施形態によると、本体２１０は、ヘッド部２２
０より大きい（例えば、より大きい直径、横寸法、幅、容量、高さ、及び／又は長さを有
する）。一実施形態では、本体２１０は、側壁部２１２及びベース２１４を有する、全体
的に円筒形の部分を含む。いくつかの実施形態では、ヘッド部２２０は、全体的に先細形
状であってよく、先端部２２２を含む。更なる実施形態では、アンプル２００は、本体２
１０とヘッド部２２０との間に配置される、ネック部２３０を含む。いくつかの実施形態
では、ネック部２３０は、本体２１０とヘッド部２２０との間で一番小さい直径を有する
、アンプル２００の部分であると言われる。いくつかの実施形態では、アンプル２００は
、本体２１０が先細となりネック部２３０となっている先細部分を含む。いくつかの実施
形態では、ベース２１４とネック部２３０との間の距離は、ネック部２３０と先端部２２
２との間の距離より大きい。いくつかの実施形態では、ネック部２３０は、ヘッド部２２
０の最大直径未満の直径を有し、ヘッド部２２０は、本体２１０の最大直径未満の最大直
径を有する。本発明の特定の実施形態によると、装置１００は、ネック部２３０又はその
付近で、本体２１０からヘッド部２２０を切り離すことによってアンプル２００を開封す
るよう構成される。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、装置１００は、操作中、装置１００内にアンプル２００をし
っかりと固定するように構成される。アンプル２００をしっかりと固定することによって
、装置１００内でアンプル２００を予測通り切ることと、また装置１００内でのアンプル
２００の予測通り動くこととの両方を容易にでき、アンプル２００は全般的に制御された
方法で切れ、本明細書に記載されるアンプル２００から物質を放出する。いくつかの実施
形態では、装置１００は、装置１００内で、アンプル２００の１つ以上の構成要素を確実
に保持するよう構成される、構成要素を備える。本発明の特定の実施形態によると、装置
１００は、アンプル２００の本体２１０を保持するよう構成され、かつそのための寸法で
あるアンプルホルダ１３０を備える。いくつかの実施形態では、本体２１０は、アンプル
ホルダ１３０に固定される。いくつかの実施形態では、本体２１０は、本体２１０がアン
プルホルダ１３０に固定されると、本体２１０がアンプルホルダ１３０に対して動くこと
ができない又は実質的に動くことができないように、アンプルホルダ１３０に強く固定さ
れる。いくつかの実施形態では、アンプルホルダ１３０は、本体２１０の周りに周囲方向
に配置するよう構成される管状部分を備える。いくつかの実施形態では、アンプルホルダ
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１３０は、本体２１０の少なくとも一部を完全に取り囲むように構成される。いくつかの
実施形態では、アンプルホルダ１３０は、例えば図４Ａ～４Ｃに示されるように、ベース
２１４を更に取り囲む及び／又は囲い込むように構成される。好ましくは、アンプルホル
ダ１３０は、操作中、アンプル２００を予測通りの制御された方式で開封するように、ア
ンプル２００を位置付けるように構成される。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、アンプルホルダ１３０は、装置１００の別の機能態様に対し
て露出する位置に、アンプル２００を保持するように構成される。アンプルホルダ１３０
は、本体２１０がアンプルホルダ１３０に係合するとき、アンプル２００のベース２１４
がアンプルホルダ１３０の開放端部を超えて延在するように構成されてよい。いくつかの
実施形態では、アンプルホルダ１３０は、アンプル２００のベース２１４とネック部２３
０との間の距離未満の長さを有する。更なる実施形態では、アンプルホルダ１３０は、ネ
ック部２３０及び／又はヘッド部２２０の周りに配置されないように構成される。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、アンプル２００の位置を装置１００に対して固定するように
機能する装置１００の特徴部は、装置１００内でアンプル２００が開封される（例えば、
切られる）とき、アンプル２００内に含まれる物質の流れを制限する、防ぐ、又は実質的
に防ぐようにも構成される。いくつかの実施形態では、装置１００は、本体２１０がアン
プルホルダ１３０に固定されると、本体２１０とアンプルホルダ１３０との間の液体又は
気体の通過を制限する、防ぐ、又は実質的に防ぐように構成される。いくつかの実施形態
では、アンプルホルダ１３０は、内面１３４を備える。アンプルホルダ１３０の内面１３
４の少なくとも一部は、アンプルがいくつかの実施形態による装置１００内に位置付けら
れると、本体２１０の側壁部２１２に接するように構成されてよい。いくつかの実施形態
では、内面１３４は、アンプルホルダ１３０をアンプル２００にぴったりと固定するよう
に構成される。いくつかの実施形態では、このぴったりとした嵌合は、内面１３４の少な
くとも一部とアンプル２００の少なくとも一部（例えば、側壁部２１２）との間の比較的
狭いすきまによってもたらされる。いくつかの実施形態では、装置１００は、アンプル２
００を係合してアンプルホルダ１３０内にぴったりと保持する、ガスケット、Ｏリング、
又は変形可能な弾性要素を備える。図１Ａ～３に示されるように、いくつかの実施形態で
は、内面１３４は、本体２１０に接触し、かつ取り囲んで、側壁部２１２とアンプルホル
ダ１３０との間に封止部をもたらす、エラストマー性Ｏリングなどのガスケット１３２を
有する溝部を備える。図４Ａ～４Ｃに示されるように、いくつかの実施形態では、アンプ
ルホルダ１３０は、アンプル２００を係合して固定するよう構成され、本体２１０が先細
となりネック部２３０となっている場所にある、リップ部１４８を備える。
【００２４】
　特定の実施形態では、アンプル２００の位置を装置１００に対してアンプル２００の位
置を固定するように機能する装置１００の特徴部は、装置１００に対して特定の向きにア
ンプル２００を保持するように更に構成され、アンプル２００の開封及び／又はアンプル
２００開封後のアンプル２００からの物質の放出を容易にする。いくつかの実施形態では
、例えば、装置１００は、操作中、装置１００内でヘッド部２２０が本体２１０の下部に
位置付けられるように、実質的に上下逆向きにアンプル２００を保持するように構成され
る。いくつかの実施形態では、ヘッド部２２０より垂直方向に高く本体２１０を位置付け
ることによって、アンプル２００が開封されると（例えば、ヘッド部２２０を本体２１０
から切り離すことによって）、重力による本体２１０からの物質の放出が容易になる。い
くつかの実施形態では、アンプルホルダ１３０は、装置１００に対して特定の向きにアン
プル２００の本体２１０を保持するように構成される。いくつかの実施形態では、アンプ
ルホルダ１３０は、装置１００の長手方向中心軸Ｌ１に沿って、アンプル２００の本体２
１０を保持するように構成され、かつそのための寸法である。いくつかの実施形態では、
本体２１０がアンプルホルダ１３０に固定されると、本体２１０を方向付け、側壁部２１
２が長手方向中心軸Ｌ１の周りに半径方向に配置されるようにする。好ましい実施形態で
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は、操作中に装置１００を方向付けて、長手方向中心軸Ｌ１が垂直軸と実質的に一直線と
なるようにしてよい。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、装置１００は、本体２１０が固定されている状態で、装置１
００の１つ以上の別の構成要素に対してアンプルホルダ１３０を動かすことによって作動
される。装置１００のいくつかの実施形態では、アンプルホルダ１３０は、ハウジング１
１０と嵌合する（例えば、ハウジング内に収容される）。好ましい実施形態では、ハウジ
ング１１０は、アンプル２００、及びアンプル２００の開封後アンプル２００から放出さ
れる物質を受け取る囲壁を提供するように構成される。いくつかの実施形態では、ハウジ
ング１１０は、アンプル２００の本体２１０を収容し、少なくとも部分的に囲い込むよう
に構成される。いくつかの実施形態では、ハウジング１１０は、アンプル２００の少なく
ともヘッド部２２０を収容し、囲い込むように構成される。いくつかの実施形態では、ハ
ウジング１１０は、アンプル２００の少なくともヘッド部２２０及びネック部２３０を収
容し、囲い込むように構成される。装置１００のいくつかの実施形態では、ハウジング１
１０は、アンプル２００に固定されるアンプルホルダ１３０を収容することによって、ア
ンプル２００を収容するように構成される。更なる実施形態では、ハウジング１１０は、
摺動係合でアンプルホルダ１３０を内部に収容するように構成される。いくつかの実施形
態では、アンプルホルダ１３０は、ハウジング１１０内に収容されると、ハウジングに対
して移動するように構成され、ハウジング１１０とアンプル２００との間での相対移動を
可能にする。いくつかの実施形態では、装置１００の操作中、アンプルホルダ１３０を、
ハウジング１１０に対して第１の位置から第２の位置へ、ハウジング１１０に向かって移
動させる。いくつかの実施形態では、アンプルホルダ１３０は、アンプルホルダ１３０の
少なくとも一部がハウジング１１０の外部に延在している（例えば、図１Ａ及び４Ａに示
される）第１の位置と、アンプルホルダ１３０が、第１の位置に対して、それ以上に又は
完全にハウジング１１０の内部に位置している（例えば、図１Ｃ及び４Ｃに示される）第
２の位置との間を、ハウジング１１０に対して移動可能である。いくつかの実施形態では
、装置１００の作動には、第１の位置から第２の位置までアンプルホルダ１３０を移動す
ること、例えば、アンプルホルダ１３０をハウジング１１０内に進めることが含まれる。
【００２６】
　装置１００は、好ましくは、ハウジング１１０に対するアンプルホルダ１３０の移動を
限定、つまり制限するように構成される。アンプルホルダ１３０の移動を限定することに
よって、装置１００内でのアンプル２００の予測通りの動きを容易にでき、アンプル２０
０は全般的に制御された方法で切れて、本明細書に記載されるアンプル２００から物質を
放出する。いくつかの実施形態では、装置１００は、アンプルホルダ１３０が、第１の位
置と第２の位置との間を長手方向中心軸Ｌ１に沿ってハウジング１１０に対して移動可能
であるように構成される。いくつかの実施形態では、装置１００は、アンプルホルダ１３
０が、第１及び第２の方向のみを長手方向中心軸Ｌ１に沿ってハウジング１１０に対して
移動する（例えば、それぞれ矢印Ｄ１及びＤ２で示される）よう構成されるように、構成
される。いくつかの実施形態では、装置１００は、アンプルホルダ１３０が内部に収容さ
れると、アンプルホルダ１３０が、ハウジング１１０に対して（例えば、長手方向中心軸
Ｌ１の周りを）回転できないように構成される。
【００２７】
　装置１００のいくつかの実施形態では、アンプルホルダ１３０はハウジング１１０の第
１末端部に収容され、本明細書に記載されるように、ここはハウジング１１０に対するア
ンプルホルダ１３０の動きを限定するように構成され得る。いくつかの実施形態では、ハ
ウジング１１０の第１末端部は、アンプルホルダ１３０及びアンプル２００を内部に収容
する入口部分１１４として構成される。いくつかの実施形態では、アンプルホルダ１３０
は、摺動係合で入口部分１１４内に収容される。いくつかの実施形態では、入口部分１１
４は、長手方向中心軸Ｌ１の周りに半径方向に配置され、長手方向中心軸Ｌ１に沿ってア
ンプルホルダ１３０を収容するように構成される。いくつかの実施形態によると、入口部
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分１１４は、アンプルホルダ１３０の少なくとも一部の周りに周囲方向に配置するよう構
成される管状部分を備える。いくつかの実施形態では、アンプルホルダ１３０及び／又は
そこに固定されるアンプル２００の少なくとも一部は、入口部分１１４から延出してよい
。好ましくは、装置１００は、アンプルホルダ１３０が入口部分１１４内に収容されると
、入口部分１１４とアンプルホルダ１３０との間の液体又は気体の通過を最小限にする、
防ぐ、又は実質的に防ぐように更に構成される。例えば、装置１００は、入口部分１１４
とアンプルホルダ１３０との間に封止部を備えるように構成され、液体又は気体の漏れを
防いでよい。いくつかの実施形態では、アンプルホルダ１３０の外面１３６は、エラスト
マー性Ｏリングなどのガスケット１４２を有する溝部を備え、液体又は気体の通過を防ぐ
ように構成される外面１３６と入口部分１１４との間の封止部を提供する。
【００２８】
　特定の実施形態によると、装置１００は、ユーザーが手動操作するように構成される。
いくつかの実施形態では、装置１００の操作中、アンプルホルダ１３０を、ハウジング１
１０に対して第１の位置から第２の位置へ、ユーザーが手動で移動させてよい。いくつか
の実施形態では、アンプルホルダ１３０は、ユーザーが、例えば、ユーザーの母指５００
（例えば、図１Ｂ、１Ｃ、４Ｂ、及び４Ｃに示される）又はユーザーのてのひら及び／若
しくは指によって指圧を加えることにより、第１の位置から第２の位置へ、ハウジング１
１０内に押し下げられるように構成される。一実施形態では、ユーザーは、いくつかの実
施形態において入口部分１１４から延出している、アンプルホルダ１３０及び／又はそこ
に固定されるアンプル２００の部分を押してよい。本明細書に記載される更なる実施形態
では、指圧を除いた後、アンプルホルダ１３０が実質的に第１の位置まで戻ることが望ま
しい場合もある。特定の実施形態では、装置１００は、アンプルホルダ１３０から圧力が
解放されると、アンプルホルダ１３０を実質的に第１の位置まで戻すことを促進するため
の、アンプルホルダ１３０に対して第２の位置から第１の位置に向かって力を加えるよう
構成される付勢要素１４０（例えば、バネ）を更に備えてよい。いくつかの実施形態では
、付勢要素１４０は、十分な圧力が加えられてアンプルホルダ１３０を第２の位置に向か
って押すまで、アンプルホルダ１３０を第１の位置に実質的に維持するように構成される
。装置１００のいくつかの実施形態では、付勢要素１４０は、ハウジング１１０とアンプ
ルホルダ１３０との間に配置される。いくつかの実施形態では、付勢要素１４０は、アン
プルホルダ１３０と入口部分１１４との間に配置される。いくつかの実施形態では、付勢
要素１４０は、アンプルホルダ１３０の少なくとも一部の周囲に配置される１つ以上のコ
イルバネを備える。いくつかの実施形態では、付勢要素１４０は、入口部分１１４の内部
フランジ１２６と、アンプルホルダ１３０の外面１３６上の外部フランジ１３８との間を
延在する。いくつかの実施形態では、付勢要素１４０は、アンプルホルダ１３０が長手方
向中心軸Ｌ１に沿って第１の方向Ｄ１に進むと、圧縮された状態になるように構成される
。いくつかの実施形態では、付勢要素１４０は、アンプルホルダ１３０に対して長手方向
中心軸Ｌ１に沿って第２の方向Ｄ２に力を加えるように構成される。いくつかの実施形態
では、付勢要素１４０は、ユーザーの指圧が除かれると、アンプルホルダ１３０を実質的
に第１の位置まで戻すように構成される。
【００２９】
　装置１００は、好ましくは、手持ち式装置であるように構成され、かつそのための寸法
であり、いくつかの実施形態に従ってユーザーによる手動操作を容易にするように構成さ
れる特徴部を備える。更に好ましい実施形態では、装置１００は、片手のみを用いて動作
可能であるように構成される。いくつかの実施形態では、例えば、ハウジング１１０の入
口部分１１４は、ユーザーの手の指及びてのひらで掴めるハンドルとして構成され、その
寸法である。したがって、入口部分１１４は、指用溝部の質感が付けられ、つまり指用溝
部が備えられ、いくつかの実施形態に従うユーザーによる把持を容易にしてよい。ユーザ
ーの母指５００は、例えば、図１Ｂ、１Ｃ、４Ｂ及び４Ｃに示されるように、ハウジング
１１０内にアンプルホルダ１３０を押しこむことによって、装置１００を作動させるため
、自由な状態に維持できる。図２を参照すると、いくつかの実施形態では、装置１００は



(12) JP 6312652 B2 2018.4.18

10

20

30

40

50

、入口部分１１４の外面上に１つ以上のつまみ１４４を備えてよい。アンプルホルダ１３
０がベース２１４を囲い込まない、いくつかの実施形態では、装置１００は、アンプルホ
ルダ１３０の末端部に固定可能な末端キャップ部１４６を更に備え、アンプル２００のベ
ース２１４を囲い込み、例えば、ユーザーとアンプル２００との間の直接的接触を防ぎ、
アンプル２００の事故による破損からユーザーを保護してよい。いくつかの実施形態では
、末端キャップ部１４６は、スナップ嵌め又は締まり嵌めによってアンプルホルダ１３０
に固定可能である。いくつかの実施形態では、つまみ１４４及び／又は末端キャップ部１
４６は、人間工学的に改善され、ユーザーによって、例えば、装置１００の操作中に、ア
ンプルホルダ１３０のハウジング１１０内への第１の位置から第２の位置までの押し下げ
を容易にするために、アンプルホルダ１３０上により大きい力を加えることを可能にして
よい。
【００３０】
　本明細書に記載されるように、装置１００の作動及び操作は、アンプル２００に固定さ
れるアンプルホルダ１３０を、第１の位置から第２の位置まで進めることを含む。いくつ
かの実施形態では、装置１００の操作は、アンプルホルダ１３０を、長手方向中心軸Ｌ１
に沿って第１の位置から第２の位置まで進めることを含む。いくつかの実施形態では、装
置１００の操作は、例えば図１Ｂ、１Ｃ、４Ｂ、及び４Ｃに示されるように、ハウジング
１１０内へアンプルホルダ１３０を進めることを含む。いくつかの実施形態における装置
１００の操作中、装置１００は、アンプル２００に固定されるアンプルホルダ１３０が第
１の位置から第２の位置まで進むと、本体２１０からヘッド部２２０を切り離すのに十分
な力をアンプル２００に加えることによって、アンプル２００を開封するように構成され
る。いくつかの実施形態では、装置１００は、操作中に、本体２１０からヘッド部２２０
を切り離すのに十分な力をヘッド部２２０及び／又はネック部２３０に加えるように構成
される。いくつかの実施形態では、装置１００は、長手方向中心軸Ｌ１に対して横方向及
び／又は斜め方向に力をヘッド部２２０及び／又はネック部２３０に加えるように構成さ
れる。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、装置１００は、本体２１０からヘッド部２２０を切り離すの
に十分な力をヘッド部２２０及び／又はネック部２３０に加えるように構成される構成要
素を備える。いくつかの実施形態では、ヘッド部２２０及び／又はネック部２３０に力を
加えるように構成される構成要素は、本体２１０からヘッド部２２０を切り離す前、最中
、及び後に、ヘッド部２２０を確実に保持するように更に構成される。本体２１０からヘ
ッド部２２０を切り離した後にヘッド部２２０を保持することは、例えば、アンプル２０
０の切断後にヘッド部２２０内に含まれたままで残る物資の除去を容易にするため、ヘッ
ド部２２０の更なる操作を可能にできることから、いくつかの実施形態において有利であ
る場合がある。更なる実施形態では、装置１００は、例えば、ヘッド部２２０に含まれ得
る物質の放出を容易にするため、分離されたヘッド部２２０を旋回又は回転させるように
構成される。再度図１Ａ～４Ｃを参照すると、本発明の特定の実施形態による装置１００
は、アンプル２００のヘッド部２２０を保持するよう構成され、かつそのための寸法であ
るヘッド部ホルダ１５０を備える。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０は、
ハウジング１１０内に配置される。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０は、
ハウジング１１０内で移動可能である。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０
は、ハウジング１１０と旋回可能に係合される。特定の好ましい実施形態では、ヘッド部
２２０は、アンプル２００を切る前の初期位置において、ヘッド部ホルダ１５０に固定さ
れる。いくつかの実施形態では、ヘッド部２２０及びヘッド部ホルダ１５０の両方が、長
手方向中心軸Ｌ１上の初期位置に配置される（図１Ａ及び４Ａ）。いくつかの実施形態で
は、ヘッド部ホルダ１５０は、ヘッド部２２０にしっかりと固定されるように構成され、
ヘッド部２２０がヘッド部ホルダ１５０に固定されると、ヘッド部２２０がヘッド部ホル
ダ１５０に対して動けないようにする。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０
は、ヘッド部２２０を少なくとも部分的に取り囲むように構成される。図１Ａ～２を参照
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すると、いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０は、ヘッド部２２０の少なくと
も一部を収容するように構成される陥凹部１５２を備える。いくつかの実施形態では、陥
凹部１５２は、先端部２２２を収容するように構成される。いくつかの実施形態では、ヘ
ッド部ホルダ１５０は、ヘッド部２２０の側部に沿って延在する部分１５４を更に備え、
ネック部２３０又はその付近でアンプル２００と係合するリップ部１５６を備える。いく
つかの実施形態では、例えば、図４Ａ～４Ｃに示されるように、部分１５４は、ヘッド部
２２０の少なくとも一部の周りを周囲方向に延在する。いくつかの実施形態では、ヘッド
部ホルダ１５０は、全て硬質プラスチックなどの剛性材料から作られる。別の実施形態に
よるヘッド部ホルダ１５０は、２種類以上の材料から構成されてよい。いくつかの実施形
態では、例えば、ヘッド部２２０に接触するヘッド部ホルダ１５０の部分は、ヘッド部２
２０の周囲に、密接な、つまりぴったりとした嵌合を形成するように構成される可撓性及
び／又はエラストマー材料で作られてよく、一方ヘッド部ホルダ１５０の残りの部分は、
硬質プラスチックなどの剛性材料から形成されてよい。
【００３２】
　装置１００は、好ましくは、アンプル２００を開封するために、装置１００の操作中、
ヘッド部２２０に固定された状態のヘッド部ホルダ１５０が、本体２１０からヘッド部２
２０を切り離すのに十分な力をアンプル２００に加えるように構成される。好ましくは、
装置１００は、ハウジング１１０に囲い込まれた状態で本体２１０からヘッド部２２０を
切り離し、物質及び／又はアンプル２００の破損片が漏れ出るのを防ぐように構成される
。いくつかの実施形態では、装置１００は、ヘッド部ホルダがヘッド部２２０に固定され
、ヘッド部ホルダ１５０によって本体２１０からヘッド部２２０を切り取る間に、ヘッド
部ホルダ１５０を、アンプル２００に対して横方向及び／又は斜め方向に方向付けるよう
に構成される。更なる実施形態では、装置１００は、本明細書に記載されるように、アン
プルホルダ１３０が第１の位置から第２の位置まで進むとき、ヘッド部ホルダ１５０を、
横方向及び／又は斜め方向に方向付けるように構成される。いくつかの実施形態では、装
置１００は、初期位置（例えば、アンプル２００の開封前）から第２の位置まで、ヘッド
部ホルダ１５０を方向付けるように構成されるガイド部１９０を備える。いくつかの実施
形態では、ガイド部１９０は、初期位置から第２の位置までのヘッド部ホルダ１５０用の
経路を画定し、この経路の少なくとも一部は、長手方向中心軸Ｌ１に対して横方向及び／
又は斜め方向に延在する。いくつかの実施形態では、長手方向中心軸Ｌ１が垂直軸と実質
的に一直線であるとき、第２の位置は初期位置より下方にある。装置１００のいくつかの
実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０は、本明細書に記載されるように、アンプルホルダ
１３０がハウジング１１０に対して第１の位置から第２の位置まで進むとき、例えば、ア
ンプルホルダ１３０がハウジング１１０に対して長手方向中心軸Ｌ１に沿って進むとき、
長手方向中心軸Ｌ１上の初期位置から、長手方向中心軸Ｌ１から横方向及び／又は斜め方
向にオフセットされた第２の位置まで、ヘッド部ホルダ１５０を方向付けるように構成さ
れるガイド部１９０と係合する。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０が、ガ
イド部１９０によって初期位置から第２の位置まで横方向及び／又は斜め方向に方向付け
られると、ヘッド部ホルダ１５０の横方向及び／又は斜め方向の移動によって、本体２１
０に固定されたヘッド部２２０を本体から切り離すのに十分な力が加えられ、これによっ
てアンプル２００が開封される。
【００３３】
　図１Ａ～１Ｃ及び４Ａ～４Ｃに示されるように、本発明の一実施形態によるガイド部１
９０は、溝部１７０を備える。いくつかの実施形態では、溝部１７０の少なくとも一部は
、長手方向中心軸Ｌ１に対して横方向に延在するように構成される。いくつかの実施形態
では、溝部１７０の少なくとも一部は、長手方向中心軸Ｌ１に対して実質的に斜め方向に
延在するように構成される。いくつかの実施形態では、溝部１７０は、ハウジング１１０
内に配置される。いくつかの実施形態では、溝部１７０は、ハウジング１１０の内壁内に
形成される。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０は、溝部１７０に係合され
、溝部１７０に沿って初期位置から第２の位置まで並進するように構成される。いくつか
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の実施形態による、ヘッド部ホルダ１５０は、溝部１７０内に保持され、溝部に沿って移
動可能なガイドピン１６０を備える。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０は
、装置１００の操作中、本明細書に記載されるようにアンプルホルダ１３０が第１の位置
から第２の位置まで進むとき、溝部１７０に沿って初期位置から第２の位置まで並進する
ように構成される。例えば、図１Ｂ、１Ｃ、４Ｂ及び４Ｃについて、いくつかの実施形態
では、アンプルホルダ１３０が長手方向中心軸Ｌ１に沿って第１の方向Ｄ１に進む（例え
ば、母指５００によって押されることによって）につれて、溝部１７０は、ガイドピン１
６０及びヘッド部ホルダ１５０を長手方向中心軸Ｌ１から離れて斜め方向に方向付け、こ
れによって、ネック部２３０付近の本体２１０からヘッド部２２０を切り離し、本明細書
に記載されるように、アンプル２００に収容される物質の取り出しを可能にする。
【００３４】
　図３は、本発明の別の実施形態によるガイド部１９０を示す。本実施形態によると、ガ
イド部１９０は、長手方向中心軸Ｌ１に対して斜め方向に角度が付いた剛性平面１８０を
、別の方法として又は追加的に備える。いくつかの実施形態では、剛性平面１８０は、ハ
ウジング１１０内に配置される。いくつかの実施形態では、剛性平面１８０は、ハウジン
グ１１０の内壁に固定され、又は内壁から形成される。いくつかの実施形態では、剛性平
面１８０は、ヘッド部ホルダ１５０に係合される。いくつかの実施形態では、剛性平面１
８０は、ヘッド部２２０及び／又はヘッド部ホルダ１５０に当接するように構成される。
いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０は、装置１００の操作中、本明細書に記
載されるようにアンプルホルダ１３０が第１の位置から第２の位置まで進むとき、剛性平
面１８０に沿って初期位置から第２の位置まで並進するように構成される。例えば、いく
つかの実施形態では、アンプルホルダ１３０が長手方向中心軸Ｌ１に沿って第１の方向Ｄ
１に進むにつれて、ヘッド部２２０及び／又はヘッド部ホルダ１５０は、剛性平面１８０
に向き、剛性平面によって斜め方向に方向付けられ、これによって、本体２１０からヘッ
ド部２２０を切り離し、本明細書に記載されるように、アンプル２００に収容される物質
の取り出しを可能にする。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、装置１００は、ヘッド部２２０が本体２１０から切り離され
た後、ヘッド部２２０を操作するように更に構成される。いくつかの実施形態では、装置
１００は、アンプル２００の切断後、ヘッド部２２０に含まれる物質（例えば、液体物質
）を除去し、アンプル２００に含まれる全て又は実質的に全ての物質を確実に回収するよ
うに構成される。アンプル２００に含まれる全て又は実質的に全ての物質を回収すること
は、実質的に正確な量を要する用途（例えば、医薬品の投与又は骨セメントの調製）で物
質が使用される場合に、特に重要であり得る。いくつかの実施形態では、装置１００は、
ヘッド部２２０を本体２１０から分離した後、ヘッド部２２０を回転又は旋回させ、例え
ば、ヘッド部２２０に含まれる物質の除去を容易にするように構成される。いくつかの実
施形態では、装置１００は、ヘッド部２２０を回転又は旋回させ、本体２１０から分離さ
れた後に形成されるヘッド部２２０の開放端部を下向きにし、重力によって物質をヘッド
部２２０から取り出せるように構成される。いくつかの実施形態では、ヘッド部２２０の
回転又は旋回により、遠心力によっても、物質のヘッド部２２０からの除去を容易にでき
る。ここで図１Ｃ、４Ｂ及び４Ｃを参照すると、ヘッド部２２０が本体２１０から分離さ
れた後、本発明の特定の好ましい実施形態によると、ヘッド部２２０はヘッド部ホルダ１
５０に固定されて留まる。いくつかの実施形態では、ヘッド部２２０が本体２１０から切
り離された後、ヘッド部ホルダ１５０が溝部１７０に沿って第２の位置に方向付けられる
とき、ヘッド部ホルダ１５０はガイドピン１６０の周りを回転可能である。いくつかの実
施形態では、ヘッド部ホルダ１５０は、重力によってガイドピン１６０の周りを回転可能
である。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０は、例えば、長手方向中心軸Ｌ
１と交差しなくても、及び／又は、実質的に長手方向中心軸Ｌ１に直交する向きであって
もよい、ガイドピン１６０の軸の周りを回転可能である。いくつかの実施形態では、図１
Ａ～３に示されるように、装置１００は、ヘッド部２２０が本体２１０から切り離された
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後、ヘッド部ホルダ１５０をガイドピン１６０の周りで回転させるための力を、ヘッド部
ホルダ１５０に加えるように構成される、バネ１７２を備えてよい。いくつかの実施形態
では、バネ１７２は、ヘッド部ホルダ１５０の部分１５４に力を加えるように構成される
。いくつかの実施形態では、バネ１７２は、アンプルホルダ１３０上に配置されてよい。
いくつかの実施形態では、ガイドピン１６０の周りでヘッド部ホルダ１５０が回転するこ
とによって、アンプル２００の切断後、ヘッド部２２０内に残っている物質の取り出しを
容易にする。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０は、例えば、図４Ｂに示さ
れるように、ヘッド部２２０が本体２１０から切り離された後、ガイドピン１６０の周り
を少なくとも９０度回転するように構成される。別の実施形態では、ヘッド部ホルダ１５
０は、ガイドピン１６０の周りを９０度未満回転するように構成される。いくつかの実施
形態では、ヘッド部ホルダ１５０は、ガイドピン１６０の周りを９０度を超えて、例えば
、９０～１８０度回転するように構成される。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダ
１５０は、少なくとも１８０度、又は１８０度を超えて回転するように構成される。いく
つかの実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０は、ガイドピン１６０の周りを１８０度未満
回転するように構成される。いくつかの実施形態では、ヘッド部ホルダ１５０は、図１Ｃ
に示されるように、ハウジング１１０の内壁に当接し、ヘッド部ホルダ１５０の回転を限
定するよう構成される角度付き面１５８を備える。いくつかの実施形態では、図４Ａ～４
Ｃに示されるように、ハウジング１１０は、ヘッド部ホルダ１５０に当接するように構成
され、ガイドピン１６０の周りのヘッド部ホルダ１５０の回転を限定するように角度付け
られる、当接面１６２を備える。いくつかの実施形態では、当接面１６２は、ハウジング
１１０の壁部１２４から形成され、長手方向中心軸Ｌ１に対して斜め方向に角度付けられ
る。いくつかの実施形態では、図４Ｃに示されるように、当接面１６２は、ヘッド部ホル
ダ１５０が当接面１６２に当接すると、ハウジング１１０の出口１１６に向かってヘッド
部２２０が角度付けられるように、ヘッド部ホルダ１５０を方向付けるように構成される
。
【００３６】
　装置１００は、好ましくは、アンプル２００の開封後、アンプル２００から放出される
物質へのユーザーの曝露を最小限にする、防ぐ、又は実質的に防ぐように構成され、これ
は、骨セメント又は接着剤成分などの特定の揮発性化学物質の場合のように、物質が有毒
又は有害である場合に特に有用であり得る。また、装置１００は、好ましくは、ヘッド部
２２０が切断されると生じるあらゆる鋭利な破片（例えば、砕片又はかけら）に対して、
ユーザーの曝露を防ぐためにも構成される。いくつかの実施形態では、装置１００のハウ
ジング１１０は、アンプル２００の開封後、アンプル２００から放出される物質を受け取
り、封じ込めるように構成される囲壁を提供する。いくつかの実施形態では、ハウジング
１１０は、アンプル２００からその内部に受け取った物質へのユーザーの曝露を最小限に
する、防ぐ、又は実質的に防ぐように、更に構成される。また、ハウジング１１０が、ア
ンプル２００が切断され開封されると生じる、アンプル２００のあらゆる破片（例えば、
砕片又はかけら）を封じ込めるように構成されることも好ましい。いくつかの実施形態で
は、ハウジング１１０は、アンプル２００を開封すると形成される、アンプル２００のあ
らゆる鋭利な縁部（例えば、割れた縁部）を囲い込み、これらにユーザーを曝露すること
を防ぐように構成される。いくつかの実施形態では、ハウジング１１０は、アンプル２０
０から放出される物質を受け取るように構成される内部空間１１２を画定する内壁を備え
る。いくつかの実施形態では、内部空間１１２は、アンプル２００の容量と同量又はそれ
以上の容量を有する。いくつかの実施形態では、ハウジング１１０は、実質的に剛性材料
から作られる。いくつかの好ましい実施形態では、ハウジング１１０は、ユーザーによる
内部空間１１２の目視検査が可能な透明な材料で少なくとも部分的に作られる。いくつか
の実施形態では、ハウジング１１０は、実質的に剛性の透明プラスチック材料で構成され
る。別の実施形態では、ハウジング１１０はガラス製である。
【００３７】
　本明細書に記載されるように、装置１００は、好ましくは、アンプル２００が開封され
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ると、ハウジング１１０によってアンプル２００が囲い込まれ、ハウジング１１０があら
ゆるアンプル破片（例えば、砕片又はかけら）を封じ込め、アンプル２００からの物質を
受け取れるように構成される。いくつかの実施形態では、ヘッド部２２０は、ヘッド部２
２０が本体２１０から分離されると、内部空間１１２内に位置付けられる。いくつかの実
施形態では、アンプル２００の開封後、本体２１０及び／又はヘッド部２２０内の物質は
、重力によって内部空間１１２内に入る。いくつかの実施形態では、本明細書に記載され
るように、ヘッド部ホルダ１５０を回転又は旋回させることによってヘッド部２２０から
取り出された物質は、内部空間１１２に受け取られる。いくつかの実施形態では、ヘッド
部２２０が本体２１０から切り離された後、物質は、少なくとも一時的に内部空間１１２
内に減圧をもたらすことによって、本体２１０及び／又はヘッド部２２０から取り出され
る。いくつかの実施形態では、内部空間１１２内の減圧は、内部空間１１２を真空源に曝
露することによってもたらされる。別の実施形態では、アンプルホルダ１３０を実質的に
初期位置（例えば、付勢要素１４０によって）に戻すと、液体物質を本体２１０及び／又
はヘッド部２２０から取り出すのに十分な圧力低下が、内部空間１１２にもたらされる。
【００３８】
　再度図１Ａ～４Ｃを参照すると、いくつかの実施形態では、ハウジング１１０は、アン
プル２００から（例えば、分離されたヘッド部２２０及び本体２１０から）内部空間１１
２に放出された物質を回収するための、ベース部分１２０を備える。いくつかの実施形態
では、ベース部分１２０は、入口部分１１４と一体成形される。別の実施形態では、ベー
ス部分１２０及び入口部分１１４は別々に成形されて結合される。いくつかの実施形態で
は、ハウジング１１０は、入口部分１１４とベース部分１２０との間に配置される１つ以
上の封止部１２８を備え、入口部分１１４とベース部分１２０との間の物質及び／又はフ
ュームの通過を実質的に防ぐ。いくつかの実施形態では、ベース部分１２０は、内部空間
１１２の周りに配置される壁部１２４を備える。いくつかの実施形態では、少なくとも一
部の壁部１２４は透明であり、ユーザーによる内部空間１１２の目視検査、例えば、内部
に含有される物質量の目視判定を可能にする。いくつかの実施形態では、壁部１２４は、
長手方向中心軸Ｌ１と実質的に平行であり、例えば、図１Ａ～２に示すように対称的に構
成され得る部分を備える。別の実施形態では、図４Ａ～４Ｃに示すように、ベース部分１
２０は非対称的な構成を有してよい。
【００３９】
　特定の実施形態によると、装置１００は、アンプル２００から放出された物質を、第２
の装置、例えば第２の装置３００に移すように構成される。第２の装置３００は、アンプ
ル２００に含まれる物質を受け取るのに好適な任意の構成を有してよい。いくつかの実施
形態では、装置１００は、第２の装置３００に取り付けるための連結具を備え、装置への
物質の移動を容易にする。いくつかの実施形態では、第２の装置３００は、装置１００を
操作してアンプル２００を開封する前に、装置１００に取り付けられる。いくつかの実施
形態では、第２の装置３００は、混合チャンバ又は混合システムである。いくつかの実施
形態では、第２の装置は、バイアル、ボトル、又はその他容器である。いくつかの実施形
態では、第２の装置３００は注射器の外筒である。いくつかの実施形態では、第２の装置
３００は、アンプル２００に含まれる物質と組み合わせるように構成される第２の物質を
収容する。例えば、一実施形態では、アンプル２００中の物質は、二成分型外科用骨セメ
ントシステム（例えば、液体モノマー）の第１の構成成分であり、第２の装置３００は、
第１成分と反応して外科用骨セメントを形成する第２の骨セメント成分を収容する。別の
例では、アンプル２００中の物質及び第２の装置３００に含有される第２の物質は、多成
分型接着剤システムの構成成分である。
【００４０】
　第２の装置３００への物質の移動を容易にするため、装置１００のいくつかの実施形態
では、ベース部分１２０は、内部空間１１２と流体連通する出口１１６を備える。出口１
１６は、好ましくは、アンプル２００から受け取る物質の出口を提供するように構成され
る。いくつかの実施形態では、出口１１６は、アンプル２００からの物質を装置１００か
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ら放出できる出口にすぎない。いくつかの実施形態による出口１１６は、第２の装置３０
０への物質の移動を可能にするための取り付け用に構成される。例えば、いくつかの実施
形態では、出口１１６は、第２の装置３００と連結するための連結具、例えばルアーテー
パー又はその他取り付け具を備える。好ましくは、出口１１６は、第２の装置３００と液
密及び／又は気密封止部を形成するように構成される連結具を備える。いくつかの実施形
態では、出口１１６は、ハウジング１１０の第２末端部に隣接して位置付けられる。いく
つかの実施形態では、出口１１６は、ハウジング１１０の入口部分１１４と反対側に位置
付けられる。いくつかの実施形態では、出口１１６は、長手方向中心軸Ｌ１の周りに半径
方向に配置される。いくつかの実施形態では、ベース部分１２０は、物質を出口１１６に
向けて方向付ける、導く、又は流しこむように構成され得る、底部内面１２２を更に備え
る。例えば、底部内面１２２は、長手方向中心軸Ｌ１に対して斜め方向に角度付けられ、
物質を出口１１６に向けて方向付けてよい。いくつかの実施形態では、装置１００は、内
部空間１１２と出口１１６との間に配置されるフィルタ１１８を更に備える。いくつかの
実施形態では、フィルタ１１８は、割れたアンプル２００のかけら又は砕片が内部空間１
１２から出口１１６まで通過することを防ぎながら、内部空間１１２から出口１１６まで
物質の通過を可能にする孔径を有するように選択される。
【００４１】
　いくつかの実施形態による、装置１００から第２の装置３００への物質の移動は、第２
の装置３００内の圧力に対して、内部空間１１２内の圧力を少なくとも一時的に高めるこ
とによって促進できる。いくつかの実施形態では、アンプルホルダ１３０の第１の位置と
第２の位置との間を切り替えるように、アンプルホルダ１３０を素早く押して放すことを
数回行うことによって、装置１００から第２の装置３００への物質移動を促進するポンプ
作用を達成できる。いくつかの実施形態では、第２の装置３００は、装置１００からの物
質の移動が完了すれば、出口１１６から外してよい。物質の移動は、例えば、ハウジング
１１０が透明な材料から構成される場合、ユーザーによる目視検査によって確認できる。
いくつかの実施形態では、装置１００は、使い捨て装置として意図され、当該技術分野に
おいて既知の手順に従って後で廃棄できる。いくつかの実施形態では、割れたアンプル２
００は、装置１００内に安全に収容されたままで残り、装置と共に廃棄できる。
【００４２】
　様々な変更、代用、及び修正が、添付の「特許請求の範囲」で定義する本発明の趣旨及
び範囲から逸脱することなくなされ得ることを理解されたい。特定の実施形態に属する本
明細書において特定される個々の要素が、本発明の他の実施形態に含まれてもよいことも
同様に理解されたい。更に、本願の範囲は、本明細書に記載したプロセス、機械、製造法
、物質組成、手段、方法、及び工程の特定の実施形態に限定されることを意図するもので
はない。当業者は上の本開示から容易に理解することが推察されるように、本明細書にお
いて説明される対応する実施形態と実質的に同じ機能を実施するか、又は実質的に同じ結
果を達成する、現在存在するか、又は後に開発される、プロセス、機械、製造法、物質組
成、手段、方法、又は工程が、本発明に従って利用され得る。
【００４３】
〔実施の態様〕
（１）　ある量の液体を収容するアンプルの開封装置であって、該アンプルが、本体と、
ヘッド部と、を備え、該装置が、
　長手方向中心軸に沿って前記アンプルの前記本体を保持するように構成され、かつその
ための寸法である、アンプルホルダと、
　前記アンプルの前記ヘッド部を保持するように構成され、かつそのための寸法である、
ヘッド部ホルダと、
　前記ヘッド部ホルダに係合し、前記アンプルホルダが第１の位置から前記長手方向中心
軸に沿って第１の方向に進むとき、前記長手方向中心軸上の初期位置から、前記長手方向
中心軸からオフセットされた第２の位置まで、前記ヘッド部ホルダを方向付けるよう構成
される、ガイド部と、を備える、装置。
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（２）　前記ヘッド部ホルダ及び前記ガイド部を収容するための内部空間を画定するハウ
ジングを更に備え、該ハウジングが、前記アンプルホルダと摺動係合している第１末端部
と、前記内部空間と流体連通している出口に隣接する第２末端部と、を備える、実施態様
１に記載の装置。
（３）　前記アンプルホルダと前記ハウジングとの間に配置される付勢要素を更に備え、
該付勢要素が、前記アンプルホルダに対して前記第１の方向と反対側の第２の方向に力を
加えるように構成される、実施態様２に記載の装置。
（４）　前記付勢要素が、前記アンプルホルダを実質的に前記第１の位置まで戻すように
構成される、実施態様３に記載の装置。
（５）　前記アンプルホルダと前記ハウジングとの間に配置される封止部を更に備え、該
封止部が、前記アンプルホルダと前記ハウジングとの間の気体又は液体の通過を実質的に
防ぐように構成される、実施態様２に記載の装置。
【００４４】
（６）　前記内部空間と前記出口との間に配置されるフィルタを更に備え、該フィルタが
、前記内部空間から前記出口までの液体の通過を可能にし、かつ前記内部空間から前記出
口までのアンプル破片の通過を防ぐのに十分な孔径を有する、実施態様２に記載の装置。
（７）　前記装置が、前記アンプルホルダを前記長手方向中心軸に沿って前記第１の方向
に進めると、前記内部空間内に圧力上昇をもたらすように構成される、実施態様２に記載
の装置。
（８）　前記アンプルホルダを実質的に前記初期位置まで戻すと、前記内部空間内の圧力
低下がもたらされる、実施態様４に記載の装置。
（９）　前記圧力低下が、前記アンプルから前記内部空間まで液体を引き込むのに十分な
ものである、実施態様８に記載の装置。
（１０）　前記ハウジングが、前記出口において、第２の装置に連結するための連結装置
を備える、実施態様２に記載の装置。
【００４５】
（１１）　前記ガイド部が、前記初期位置から前記第２の位置までの前記ヘッド部ホルダ
用の経路を画定し、該経路の少なくとも一部が、前記長手方向中心軸から横方向及び／又
は斜め方向に延在する、実施態様１に記載の装置。
（１２）　前記装置が、前記ガイド部によって前記初期位置から前記第２の位置まで前記
ヘッド部ホルダを方向付けると、前記アンプルの前記本体から前記アンプルの前記ヘッド
部を切り離すように構成される、実施態様１に記載の装置。
（１３）　前記ヘッド部ホルダが旋回軸を備え、前記ヘッド部ホルダが、前記ガイド部に
よって前記初期位置から前記第２の位置まで前記ヘッド部ホルダを方向付けると、前記旋
回軸の周りを回転するように構成される、実施態様１に記載の装置。
（１４）　前記ヘッド部ホルダが、前記旋回軸の周りを９０度を超えて回転するように構
成される、実施態様１３に記載の装置。
（１５）　前記旋回軸の周りの前記ヘッド部ホルダの回転が、１８０度未満に制限される
、実施態様１３に記載の装置。
【００４６】
（１６）　前記ヘッド部ホルダが、重力によって前記旋回軸の周りを回転可能である、実
施態様１３に記載の装置。
（１７）　前記ガイド部が溝部を備え、前記ヘッド部ホルダが該溝部内に保持されるガイ
ドピンを備え、前記溝部が、前記初期位置から前記第２の位置までの前記ガイドピン用の
経路を画定する、実施態様１に記載の装置。
（１８）　前記溝部の少なくとも一部が、前記長手方向中心軸に対して横方向及び／又は
斜め方向に延在する、実施態様１７に記載の装置。
（１９）　前記ガイド部によって前記初期位置から前記第２の位置まで前記ヘッド部ホル
ダを方向付けると、前記ヘッド部ホルダが前記ガイドピンの周りを回転する、実施態様１
７に記載の装置。
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（２０）　前記ハウジングの前記第１末端部が、ハンドルを備える、実施態様２に記載の
装置。
【００４７】
（２１）　前記アンプルホルダが、母指圧によって前記第１の方向に前進可能である、実
施態様１に記載の装置。
（２２）　前記装置が、ユーザーによる片手での手動操作用に構成され、かつそのための
寸法である、実施態様１に記載の装置。
（２３）　前記ハウジングの少なくとも一部が透明である、実施態様２に記載の装置。
（２４）　前記アンプルホルダに固定される本体と、前記ヘッド部ホルダに固定されるヘ
ッド部と、を備える、アンプルを更に含む、実施態様１に記載の装置。
（２５）　前記アンプルが液体骨セメント成分を収容する、実施態様２４に記載の装置。
【００４８】
（２６）　前記ガイド部が、前記長手方向中心軸に対して斜角で配置される剛性平面を備
える、実施態様１に記載の装置。
（２７）　前記ヘッド部ホルダが、前記アンプルホルダが前記第１の位置から前記長手方
向中心軸に沿って前記第１の方向に進むと、前記剛性平面に当接し、前記剛性平面に沿っ
て並進するように構成される、実施態様２６に記載の装置。
（２８）　アンプル切断用に手動操作される装置であって、
　液体を収容するアンプルであって、長手方向中心軸の周りに配置される本体と、ヘッド
部と、を備える、アンプルと、
　内部空間の周りに配置される壁部を有するハウジングと、
　該ハウジングと摺動係合し、前記アンプルの前記本体に固定されるアンプルホルダであ
って、前記ハウジングに対して移動可能である、アンプルホルダと、
　前記ハウジングに旋回可能に固定され、前記内部空間内で前記アンプルの前記ヘッド部
に固定されるヘッド部ホルダであって、前記長手方向中心軸上の初期位置から、前記長手
方向中心軸からオフセットされた第２の位置まで移動し、前記アンプルの前記ヘッド部を
前記アンプルの前記本体から切り離すように構成される、ヘッド部ホルダと、
　該ヘッド部ホルダに係合し、前記アンプルホルダが指圧によって第１の位置から前記長
手方向中心軸に沿って進むとき、前記初期位置から前記第２の位置まで前記ヘッド部ホル
ダを方向付けるように構成される、ガイド部と、を備える、装置。
（２９）　前記アンプルホルダと前記ハウジングとの間に配置される付勢要素を更に備え
、該付勢要素が、前記指圧を除くと前記アンプルホルダを前記第１の位置に向かって付勢
するように構成される、実施態様２８に記載の装置。
（３０）　前記ガイド部が溝部を備え、前記ヘッド部ホルダが該溝部内に保持されるガイ
ドピンを備え、前記溝部が、前記初期位置から前記第２の位置までの前記ガイドピン用の
経路を画定する、実施態様２８に記載の装置。
【００４９】
（３１）　前記溝部の少なくとも一部が、前記長手方向中心軸に対して横方向及び／又は
斜め方向に延在する、実施態様３０に記載の装置。
（３２）　前記ヘッド部ホルダが、前記ガイド部によって前記初期位置から前記第２の位
置まで前記ヘッド部ホルダを方向付けると、前記ガイドピンの周りを少なくとも９０度回
転するように構成される、実施態様３０に記載の装置。
（３３）　前記ガイド部が、前記長手方向中心軸に対して斜角で配置される剛性平面を備
える、実施態様２８に記載の装置。
（３４）　前記ヘッド部ホルダが、前記アンプルホルダが前記第１の位置から前記長手方
向中心軸に沿って前記第１の方向に進むと、前記剛性平面に当接し、前記剛性平面に沿っ
て並進するように構成される、実施態様３３に記載の装置。
（３５）　本体と、ヘッド部と、を有し、ある量の液体を収容する、アンプルの開封方法
であって、
　前記アンプルを長手方向中心軸に沿って第１の方向に動かすことであって、前記アンプ
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ルの前記本体が前記長手方向中心軸の周りに配置されている、ことと、
　前記アンプルが前記第１の方向に動かされた際に、前記アンプルの前記ヘッド部を前記
長手方向中心軸から離れて横方向及び／又は斜め方向に方向付けて、前記アンプルの前記
ヘッド部を前記アンプルの前記本体から切り離すことと、
　前記アンプルの前記本体から液体を取り出すことと、
　前記アンプルの前記ヘッド部から液体を取り出すことと、を含む、方法。
【００５０】
（３６）　前記アンプルの前記ヘッド部が、ハウジングの前記内部空間に配置され、前記
ハウジングと旋回可能に係合するヘッド部ホルダに固定され、前記アンプルの前記本体が
、前記ハウジングに対して前記長手方向中心軸に沿って摺動するように構成されるアンプ
ルホルダに固定される、実施態様３５に記載の方法。
（３７）　前記長手方向中心軸に沿って前記第１の方向に前記アンプルを動かすことが、
第１の位置から第２の位置まで、前記ハウジングに対して前記第１の方向に前記アンプル
ホルダを摺動させることを含む、実施態様３６に記載の方法。
（３８）　前記ヘッド部ホルダが、ガイド部と係合され、該ガイド部が、前記アンプルホ
ルダが前記ハウジングに対して前記第１の方向に摺動するとき、前記長手方向中心軸から
離れて横方向及び／又は斜め方向に前記ヘッド部ホルダを方向付ける、実施態様３７に記
載の方法。
（３９）　前記ハウジングに対して前記第１の方向と反対側の第２の方向に前記アンプル
ホルダを摺動させることによって、前記アンプルホルダを実質的に前記第１の位置まで戻
すことを更に含む、実施態様３７に記載の方法。
（４０）　前記アンプルホルダが、前記アンプルホルダと前記ハウジングとの間に配置さ
れる付勢要素によって、実質的に前記第１の位置まで戻される、実施態様３９に記載の方
法。
【００５１】
（４１）　前記アンプルホルダが実質的に前記第１の位置まで戻るとき、前記ハウジング
の前記内部空間の圧力を下げることを更に含む、実施態様３９に記載の方法。
（４２）　前記アンプルの前記本体から液体を取り出すことが、前記内部空間の前記圧力
を下げることを含む、実施態様４１に記載の方法。
（４３）　前記アンプルの前記ヘッド部から液体を取り出すことが、前記アンプルの前記
ヘッド部を前記アンプルの前記本体から切り離した後、前記ヘッド部ホルダを９０度を超
えて旋回させることを含む、実施態様３６に記載の方法。
（４４）　前記アンプルの前記本体から液体を取り出すことが、前記アンプルの前記本体
から前記ハウジングの前記内部空間に液体を方向付けることを含み、前記アンプルの前記
ヘッド部から液体を取り出すことが、前記アンプルの前記ヘッド部から前記ハウジングの
前記内部空間に液体を方向付けることを含む、実施態様３６に記載の方法。
（４５）　容器を前記ハウジングに連結することと、前記ハウジングの前記内部空間から
前記容器に前記液体を移すことと、を更に含む、実施態様４４に記載の方法。
【００５２】
（４６）　前記容器に前記液体を移すことの前に、前記液体を濾過することを更に含む、
実施態様４５に記載の方法。
（４７）　前記ハウジングの前記内部空間内の圧力を上昇させ、前記内部空間から前記容
器への前記液体の移動を促進することを更に含む、実施態様４５に記載の方法。
（４８）　前記液体が、第１の骨セメント成分であり、前記容器が、第２の骨セメント成
分を収容する、実施態様４５に記載の方法。
（４９）　前記アンプルが、母指圧によって前記第１の方向に移動する、実施態様３５に
記載の方法。
（５０）　前記アンプルの前記ヘッド部を、前記長手方向中心軸から離れて横方向及び／
又は斜め方向に方向付けることが、前記アンプルの前記ヘッド部を、前記長手方向中心軸
に対して斜め方向に角度付けられた剛性平面に沿って並進させることを含む、実施態様３
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５に記載の方法。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図１Ｃ】 【図２】

【図３】 【図４Ａ】
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【図４Ｂ】 【図４Ｃ】
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